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な
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ニ
ュ
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人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

募集中

　恵那スケート場の夏季営業が始まりました。オープン
した４月６日には、インラインスケートの滑走料が無料
になり、フットサル大会も開かれました。会場には、約
217人が訪れ、スポーツに汗を流しました。夏季営業は、
10月13日㈪まで行われます。

スケート場の夏季営業始まる ４月６日

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３１９）
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父 母
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お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

　６月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
５月１４日㈬までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　市が作製した3枚組のポスター「恵那市岩村　人と
自然が織りなす物語」が、平成25年度第62回日本観
光ポスターコンクールで、最高の国土交通大臣賞を受賞
しました。ポスターは、現代にまで息づく歴史や文化に
裏打ちされた恵那の魅力を表現しています。

　
岩
村
本
通
り
な
ど
で
宵
の
ひ
な
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
夜
の
城
下

町
や「
お
ひ
な
さ
ま
」が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
し
た
。本
通
り
は
、

岩
邑
小
学
校
の
児
童
が
描
い
た
絵
を
円
筒
形
に
し
た
約
３
０
０
個

の
「
ひ
な
と
う
ろ
う
」
や
「
ぼ
ん
ぼ
り
」
の
明
か
り
で
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
柔
ら
か
な
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
歴
史
あ
る
町
並
み
は
、
幻

想
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。

通りが柔らかな光で幻想的な雰囲気に

篠原 夢
ゆめ

虎
と

くん

岩村のポスターが最高賞に ３月27日

　市国際交流協会主催の中学生海外派遣事業の開会式
が、市防災センターで開催されました。20人の中学生は、
夏にオーストラリアでのホームステイを通し、日本人と
しての自覚や国際社会の一員としての自己を高めます。
生徒らは、この事業に向けて熱い抱負を語りました。

中学生が熱い抱負を語る ４月３日

鉄砲鍛冶の加納家を公開 ３月29日

　恵那峡一帯で桜祭りが開催され、市内外から多くの人
が訪れました。訪れた人は、さざなみ半島の桜のトンネ
ルを散策したり、景色を楽しみながら弁当を広げて食べ
たりしていました。また芝桜公園では、色鮮やかに覆わ
れた芝桜のじゅうたんの上で、春を満喫していました。

恵那峡の桜祭りを満喫 ４月５日

　改修が終了した市指定文化財の岩村藩鉄砲鍛冶加納家
の公開が始まりました。加納家は、1831（天保 2）年
ごろから現在の地で鉄砲鍛冶を生業としていた旧家で
す。内部には、火縄銃や火縄銃の木型、鉄砲玉、注文書
などの古文書などが展示されています。

真澄さん 成予さん

三郷町
奥山 翠

すい

ちゃん
大井町

輝彦さん しのぶさん

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
♥
こ
れ
か
ら

も
た
く
さ
ん
笑
顔

を
見
せ
て
ね
。

水野 陽
よう

太
た

くん

明智町

俊さん 和美さん

１
歳
お
め
で
と

う
。
生
ま
れ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

♡

颯
歩
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
♡
颯
歩

の
笑
顔
が
大
好
き

だ
よ
♡

足立 颯
は や

歩
と

くん

一輝さん 沙弥香さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
た
く
ま

し
く
大
き
く
な
ぁ

れ
‼

東野

安藤 綺
き

良
ら

くん

明智町

母知香さん

祝
１
歳
！
綺
良
♡

生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う

‼
チ
ュ
ッ
♬

加藤 儒
じゅう

成
せい

くん

長島町

文也さん あさみさん

１
歳
お
め
で
と
う

！
い
つ
も
み
ん
な

に
幸
せ
を
あ
り
が

と
う
‼

安藤 奨
しょう

夏
か

くん
串原

文隆さん 菜月さん

１
歳
お
め
で
と
う

‼
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
っ
て
ね

‼

良雪 玲
れ

奈
な

ちゃん

長島町

悟さん 美奈子さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
元
気
に
大

き
く
な
っ
て
ね
！

西尾 仁
じん

くん

山岡町

祐治さん 好子さん

仁
お
め
で
と
う
‼

剛
と
仁
、
一
緒
に

強
く
た
く
ま
し
く

育
っ
て
ね
。

西尾 倖
さ

羅
ら

ちゃん
長島町

勇哉さん 春菜さん

１
歳
お
め
で
と
う

★
元
気
い
っ
ぱ
い

大
き
く
な
っ
て

ね
！

５月生まれ

３月２9日

2014.5.117 広報えな 16



19 18

　「
現
代
社
会
の
家
族
の
関
係
を
小
説
に

書
く
こ
と
で
、
迷
え
る
若
者
に
寄
り
添
い

た
い
」
と
語
る
の
は
、
大
井
町
の
田
中
廣

司
さ
ん
。

　
田
中
さ
ん
は
こ
と
し
、
県
文
芸
祭
の
創

作
・
児
童
文
学
部
門
で
文
芸
大
賞
を
受
賞

し
た
。
こ
れ
は
、
文
芸
創
作
活
動
の
充
実

を
目
的
に
、
県
と
県
教
育
文
化
財
団
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
祭
典
だ
。「
自
分
の
作
っ

た
物
が
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
単
純
に
う
れ

し
い
。
創
作
活
動
の
道
を
突
き
進
ん
で
い

く
決
意
が
固
ま
っ
た
」と
受
賞
を
喜
ん
だ
。

　
高
校
３
年
生
の
時
、進
路
に
迷
い
、ノ
ー

ベ
ル
賞
作
家
の
川
端
康
成
氏
に
手
紙
を
出

し
た
。
直
筆
の
返
事
に
書
か
れ
た
「
や
は

り
大
学
へ
行
っ
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
す

よ
」「
文
学
は
そ
ん
な
に
せ
っ
か
ち
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」
の
言
葉
に
突
き
動

か
さ
れ
、
名
古
屋
大
学
へ
進
み
、
そ
の
後

教
師
に
な
る
こ
と
を
決
め
た
。
こ
の
一
枚

の
手
紙
が
、人
生
の
道
し
る
べ
と
な
っ
た
。

　
昭
和
４８
年
か
ら
は
社
会
科
教
諭
と
し
て

教
壇
に
立
ち
、
平
成
１９
年
に
は
坂
下
高
校

の
校
長
に
就
任
。
同
校
を
退
職
後
は
、
中

京
学
院
大
学
で
特
任
教
授
を
務
め
た
。

　
小
説
を
書
こ
う
と
思
っ
た
切
っ
掛
け

は
、
か
つ
て
の
教
え
子
か
ら
子
育
て
や
家

庭
の
悩
み
を
相
談
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
だ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
読
ま
せ
た

い
童
話
な
ど
を
薦
め
て
い
た
が
、
読
ん
で

ほ
し
い
物
を
自
分
の
言
葉
で
書
い
て
み
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
親
子
の
絆
を
描
い
た
処
女
作『
恵
那
山
』

は
同
祭
の
創
作
・
小
説
部
門
で
秀
作
賞
、

い
じ
め
を
題
材
に
し
た『
ラ
イ
オ
ン
日
記
』

は
日
本
動
物
児
童
文
学
賞
で
奨
励
賞
を
受

賞
。
今
作
『
杖
の
音
』
は
、
祖
父
と
孫
の

関
わ
り
を
通
し
て
家
族
の
在
り
方
を
描
い

た
。

　
ゼ
ロ
か
ら
作
り
上
げ
る
こ
と
は
大
変
な

作
業
だ
が
、
物
語
を
考
え
る
と
き
も
苦
し

み
な
が
ら
書
い
て
い
る
と
き
も
、
と
て
も

楽
し
い
と
話
す
。「
子
ど
も
を
救
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
自
分
を
駆
り
立
て
る
」

と
小
説
に
込
め
る
熱
い
思
い
を
語
る
。

　
次
回
作
の
執
筆
に
も
意
欲
的
で
、「
今

後
は
も
っ
と
広
い
世
界
に
作
品
を
出
し
て

み
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

▲作品掲載誌と川端康成氏直筆の手紙

家族の在り方を小説に
小説『杖の音』で県文芸大賞を受賞

□プロフィール

平成２３年から小説を書き始め、これまでに

三作を書き上げる。４０年余りの教師経験を

生かし、小説・児童文学の執筆に挑んでいる。

田
た

中
な か

 廣
ひ ろ

司
し

 さん　６５歳

大井町長島西

恵那で輝いている旬な人を紹介します
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新明智小学校で皆が団結

　吉田小学校と統合した明智小学校で、出発式が行われ
ました。これは、児童会がみんなで明るく希望あふれる
学校をつくっていこうと計画したものです。37人の 6
年生が一言ずつ大きな声で「出発の言葉」を発し、最後
には、全員が「おお」と拳を振り上げて団結しました。

新入生を温かく迎えた対面式

　上矢作中学校で、新 1年生と 2、3年生の「ギャッ
プを外す」対面式が行われました。式では、生徒会長ら
が、中学校生活の一日の流れや年間行事を大スクリーン
を使って説明。部活動の紹介では「県大会を目指します」
など、先輩としての力強い言葉も聞かれました。

伝統の歌舞伎を五毛座で公演

　飯地町の五毛座で第27回五毛座地芝居公演が開催さ
れ、約400人が来場して公演を楽しみました。公演では、
４人の小学生の子ども地芝居や、小中学生と飯地歌舞伎
保存会が競演した歌舞伎、地域の名士らの歌舞伎などが
披露されました。この公演は隔年で開催されています。

集団通学での安全を確認

　山岡小学校で、本年度初めての集団下校の日に通学班
会議が開催されました。上級生の班長は「上手に並べる
か」「集合時間は守れるか」など、集団で通学するとき
の決まり事を確認。会議終了後には、２列に並ばせて、
道路の安全を確認しながら下校しました。

中野方ふるさとかるたが完成

　中野方町の地域の歴史や史跡などを子どもにも大人に
も分かりやすい形で残すために作られた「中野方ふるさ
とかるた」が完成しました。44札の言葉や絵は、町内
のほぼ全世帯から応募があった1,642点から厳選。制
作実行委員会は、完成の喜びを市長に報告しました。

健脚競ったハーフマラソン

　恵那スケート場で、第13回恵那峡ハーフマラソンが
開催され、3,136 人が参加しました。大会は、ハーフ
マラソンや3㌔のロードレースとジョギングの3種類
20部門で健脚が競われました。緊迫感漂うスタート時、
選手らは号砲と同時に勢いよく足を踏み出しました。

４月７日４月８日

４月９日４月11日

４月20日 ４月12日




